
２ ０ １ ３ 年 ２ 月 １ ５ 日

Ｂ Ｃ Ａ Ｏ 静 岡 地 域 勉 強 会

第 １ １ 回 静 岡 地 域 勉 強 会 議 事 録

開 催 日 ： ２ ０ １ ３ 年 ２ 月 １ ５ 日 （ 金 ） １ ７ ： ３ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０

出 席 者 ： 赤 堀 三 代 治 、 池 田 浩 敬 、 石 井 洋 之 、 大 石 育 三 、 大 鐘 祥 太 郎 、 高 橋 義 久 、 武 多 信 幸 、 宮 角 良 介

荒 井 富 美 雄 （ 議 事 録 作 成 ） オ ブ ザ ー バ ー ： Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ 立 花 哲（ 敬 称 略 ）

欠 席 者 ： 尾 石 昭 夫 、 奥 山 良 一 、 上 條 正 泰 、 北 川 裕 章 、 佐 藤 学 、 塩 崎 宏 晃 、 皆 川 武 弘 、 野 末 泰 弘 、

渡 邉 耐 三 （ 敬 称 略 ）

議 事 内 容 ：

◆ １ ． テ ー マ

（ １ ） Ｂ Ｃ Ａ Ｏ 報 告 事 項

第 67回 運 営 会 議 の 報 告

① 一 般 会 員 の 状 況 報 告

② １ 月 度 の 月 例 会 ・ 普 及 啓 発 活 動 に つ い て

③ 東 工 大 と Ｂ Ｃ Ａ Ｏ の 共 同 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て

④ ア ワ ー ド 募 集 開 始 に つ い て

２ ． 関 西 広 域 応 援 訓 練 に つ い て （ 荒 井 ）

関 西 広 域 連 合 の 「 関 西 防 災 ・ 減 災 プ ラ ン 」 に 基 づ く 関 西 広 域 応 援 訓 練 （ 図 上 訓 練 ） の 内 容 を 紹 介

（ 詳 細 に つ い て は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 公 開 さ れ て い ま す 。 ）

３ ． 会 員 の 情 報 交 換

赤 堀 氏 に よ り 静 岡 県 牧 之 原 市 の 防 災 計 画 策 定 が 紹 介 さ れ ま し た 。報 告 内 容 は 市 民 参 加 に よ る 「 津

波 防 災 ま ち づ く り 計 画 」 牧 之 原 市 に お け る 取 組 の 様 子 で 、 ① Ｂ Ｃ Ｐ 策 定 ・ 運 用 の ポ イ ン ト 、 ② 市

民 参 加 に よ る 策 定 、 「 ま ち づ く り 協 働 フ ァ シ リ テ ー タ ー 養 成 講 座 」 を 開 き 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー を

養 成 し 市 民 参 加 型 で 策 定 。 参 加 で き な い 方 々 も 新 た に 電 通 が 試 験 運 用 を し た Ｗ ebサ イ ト の ソ ー シ

ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス （ Ｓ Ｎ Ｓ ） を 通 じ て 参 加 し 、 作 成 に 協 力 し て い ま す 。 ま た 、 市 長 も 会

議 等 に 毎 回 参 加 し 、積 極 的 に 策 定 を す す め て い ま す 。

大 石 氏 よ り 岳 南 地 区 で は １ ９ ０ ７ 年 宝 永 地 震 後 、 沼 津 が 津 波 被 害 が あ り 、 さ ら に 富 士 山 が 噴 火 し

て い る 。 そ れ を 想 定 し た 取 り 組 み を し て い ま す 。

大 鐘 氏 よ り １ 月 ２ ８ 日 に Ｂ Ｃ Ｐ 策 定 指 導 を 実 施 し た 。 測 量 関 係 会 社 ７ ０ 社 の う ち ３ ５ 社 が 参 加 。

静 岡 県 、 市 と の 協 定 が 機 能 す る の か 社 員 一 人 ひ と り に 浸 透 さ せ て い か な け れ ば な ら な い と の こ と で

し た 。

石 井 氏 よ り 静 岡 県 内 の 弁 当 プ ロ ジ ェ ク ト の 報 告 が 有 り ま し た 。

Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ 立 花 氏 よ り ４ 月 末 よ り 「 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ 安 否 確 認 」 に 家 族 も 含 む よ う に な り ま す 。

４ ． 次 回 の 開 催 に つ い て

日 時 ： ２ ０ １ ３ 年 ３ 月 １ ５ 日 （ 金 ） １ ７ 時 ３ ０ 分 ～ ２ ０ 時 ０ ０ 分

場 所 ： 静 岡 県 男 女 共 同 セ ン タ ー あ ざ れ あ ４ 階 第 １ 会 議 室



以 上


